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[８] 環境問題                                                  

     

Ｑ８－４ 茶園から発生する温室効果ガスの石灰窒素の削減効果について教えて下さい。 

 

Ａ８－４ 農耕地では施肥されたアンモニア態窒素は硝酸化成菌の働きで硝酸イオンとなり、未

利用の硝酸イオンは下層に流出し、地下水の硝酸汚染を引き起こします。下層は酸素不足で、

その一部は脱窒菌の作用により窒素ガスになりますが、その過程で亜酸化窒素ガスが生成され、

大気中に放出されます。亜酸化窒素ガスの温室効果は炭酸ガスの 310倍に相当します。   

野菜畑に比べ窒素施肥量の多い茶園では亜酸化窒素ガスの発生量が多く、低 pH 条件で

発生が助長されます。 窒素施肥量の削減により発生量は少なくなりますが、特に石灰窒素の併

用により減少割合が大きくなっています。 これは石灰窒素のもつ硝酸化成菌および脱窒菌の活

性抑制、 そして土壌pH改良効果によるものです。 

また、 茶園における石灰窒素施用による一酸化二窒素発生低減技術は、 ※Ｊ－クレジット制

度の 「肥料施肥量を減らすことで土壌からの一酸化二窒素排出量を削減する」 方法論に適用

されていますので、 Ｊ－クレジット制度が活用できます。 

※Ｊ－クレジット制度 ： 温室効果ガスの排出削減量をクレジットとして国が認証する制度で

す。 
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